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c.被服学IT　9月28日向第７会場　午前10:00～12:00

c－1 衣服£測定りための穀正タ法に聞考る研免(第3報)風体x腕邨におけ^
　　靴正か裁文ｲと.々大家政達迦ミチぽ)村照子岩崎房子〇細井歌子

　樋的加圧力v: 反応圧力i･｡の関係は, 動面り物性に左右される乙とは既lこ報告し

た. 今回は，生体-x腕部に峠る鮫正かμ潅討り政，なお被挽和例数μt b、

人体表飢こおける圧ヵ較iL加納基準設定を試好だ。
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方法:

左国芝しないカ砥沁劫及び、受雍部分:i,全面接着i'るか釧B

部位:上腕二錫!筋上々ヽ肩峰一肘閣ｸ)辿及vr下垢・二部位．3加圧
加圧布を初荷奎oに近い状態r装^レ、O～?o除砧りきざヽ耳丿負

莉。測定は巻さ直しなしりニ回測定t三皮繰り返した。記録された反応]£は空気^廓

正ﾀほにょ､つ

机丿乱こ置いだ

レだ．屯植癒着：健康な々子奪^吠名(l?-20才)．姿勢,,;右上肢is.
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結果　＼.受感部の装着が法により‾反応圧に涛しい相達ゐ噛められた。ぢ妬^以上り口

圧一反応圧関係については，A,2>両方法ともほぼ同勾･恥直線柱畑見られた。しかし，

^法て・は，B‰加£時の反応圧が高いため切片か犬,きく正に偏する傾向£ホし, ^法

ではμほ源虐,左通った。また, ＆法ではｲ固体間のバラツ浅か蒼レく小さい。-7れli，

受感部左皮膚面に接盾し國むするごとにより, 皮膚面の弾杜￥，ｲ糾物碓の薔か除か

れるだめではなﾚかと考むられる，2.測定都位によるをK.はｲ菱少であらが，几部位の

が加バラツキが小乙なった。3.反た圧力と屡報稔者の上腕囲，上腕厦脂厚，比体til-

の相関はいずれも低くバ固体差の原吼珂Iらめヽでヽμ｡なかった。

　　　c－2 衣服圧の妻体に及ぼ寸影－（第今報）呼吸機能等のをと,について

　　　　　文化七r犬叡政　漣辺り

　豆i*Z 前報でit‥辱体躯幹部衣Mほがo．m（中ii.浅駒乞乙えるヽt 胃む変升μ起

し始め，ZO･rwiHa-（キ筑Z‰・）2.こ,えると横隔膜かヽよ昇レ, 心ヽ臓傾斜が犬となり, 30im≪

財（幸敏8‰・）以上では胸廊横栓か減少するこV:＆報告した．今回はこれら･ｱ）形態変

化か呼吸機能等にとヽヽめようなを乙以たうしているかu討した..

　か去被槍肴は健康な成んヶ子S名（＼^ －23才）．加圧には敬遠型ぷゑ服S. 用い

¥百‾丙圧tリヤ

回は一回換気量*呼吸数，予備吸気量*,予備呼気量%綿念量t一秒量゛（率ハ最文挟

気量゛,脈拍数,鉄索消費量･f平均度膚温（ぢ泄,法）のlO項回て･, 米印項目については

BTPSへの補正きい剱P項旧こつぃちμTPDへの補正を行った．測定時・帰趨温度希件

は，気温%-t妨'C，湿度60 ± 5 %，え流妨な以下，被量考の姿勢は安ヽ静立位乙した，

　包至　I一回換気^は7Xi除か圧ヵら馮竟な減少左，反対に呼吸数は冴竟,な増ヵ,＆ぶ

し，呼磁堅が浅呼吸μ利打にとかわかった．呼吸量には変託か認められなかった.

z.予備吸気量は^鵬加圧以にペ哺意に減少レ, 先に述べた横隔膜溥吸気位）のよ尊

でJI.象的はよく一致レだ．乙れに対い予備呼え量・肺m

し恥除加£時･り無加圧時に対する減少率は，各々6ぶ，秘;Alこも達している。X線結

栗ﾏヽヽは判明しなかった最丈呼気ｲ到湊けろ衣ほi£'^t溥ヵ財削こ知見巾

3.呼出禅害・指標いヽわれ＆一秒和最大捷気量;2.T>-その他脈拍就･酸章消費t・平

死皮膚湿には，有意なを^が認められなわった．


